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1. 序論 

筆者らは、沿面放電処理することでスマ魚卵

へ蛍光分子の導入に成功している。しかし、メ

ダカ魚卵および稚魚への蛍光分子導入は未だ

できていない。本研究では、孵化後のメダカ稚

魚への蛍光分子導入を試みた。 

2. 実験方法 

実験装置の概略を図1に示す。実験には本研

究室にて飼育しているメダカ(OK-CAB)から採

取した卵から孵化した稚魚を用いた。プラズマ

処理条件は、20 kHzの正弦波電圧(印加電圧6.5 

kV、照射時間100 ms)を用い、10 μg/μlの蛍光分

子(FITC-Dextran: 10 kDa)溶液に浸したメダカ

稚魚に対し、1分間隔で2回の放電処理を行った。

電極-液面間距離は1 mmとした。プラズマ処理

後一定時間放置し、流水で洗浄した後、蛍光顕

微鏡にて観察を行った。 

3. 結果と考察 

図2にメダカ稚魚の蛍光観察結果を示す。図

より、プラズマ処理した稚魚の頭部、胴体、腹

部周辺に強い蛍光が観察されることから、孵化

稚魚に蛍光分子が導入されていることがわか

る。一方、controlでも蛍光が見られるがこれは

自家蛍光であると考えられる。右の写真では、

controlで蛍光が見られない部分で蛍光してい

ることから、蛍光分子が導入されたと判断した。 

 4. 結論 

 放電処理によるメダカ稚魚への分子導入を

試みた結果、稚魚への分子導入が可能であるこ

とを明らかにした。 

 

Fig.1 Schematics of plasma treatmet. 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) Plasma treated. 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) Control(Without plasma) 

Fig.2 Fluorescent images of FITC-dextran 

introduced medaka larvae. 
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